
■会 期 ： 2016年1月9日 (土) ～10日 (日) 

■会 場 ： 仙台国際センター（宮城県仙台市青葉区） 

■大会長 ： 中里 信和  

  （東北大学大学院医学系研究科 てんかん学分野教授） 

全国てんかんセンター協議会総会 
Annual Meeting of Japan Epilepsy Center Association 2016 
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一般演題（ポスター）1B 看護 1 小児・外科治療 

A会場（橘） 平成 27 年 1 月 9 日（土）13：45‐14：49 

座長：菅野秀宣（順天堂てんかんセンター） 

 

13：45‐13：53 

P-1B-1. 小児てんかん患者家族への KYT の実践 ～安全意識向上を目指して～ 

 国立精神・神経医療研究センター病院 3 階南病棟 

  小川宏幸、山根庸子、高田啓太 

13：53‐14：01 

P-1B-2. 一般病棟型病床に入所する重度心身障がい児（者）のてんかん発作の観察の現状 

 国立病院機構奈良医療センター 1B 病棟 

  小山田圭吾、中村輝康、林えみ、源内真樹、井上千佳代、澤井康子 

14：01‐14：09 

P-1B-3. 脳梁離断術を受けたてんかん患者の母親の思い 

 ～精神発達遅滞を伴う成人患者の家族の思いについての考察～ 

 東京都立神経病院 1) 看護科、2) 脳神経外科、3) てんかん総合治療センター 

  寺山明伸 1)、森野道晴 2)3)、須崎清子 1) 

14：09‐14：17 

P-1B-8. 当院神経小児科におけるてんかん患児への看護の検討      ※抄録は 77 頁に掲載 

 東京都立神経病院 1) 看護科、2) 脳神経外科、3) てんかん総合治療センター 

  木田亮平 1)、秋山祥子 1)、池田美紀 1)、吉澤君依 1)、岡野希望 1)、森野道晴 2)3) 

 

14：17‐14：25 

P-1B-4. 症例報告 覚醒下焦点切除術におけるシミュレーションを実施して 

 東京都立神経病院 1) 看護科、2) 脳神経外科、3) てんかん総合治療センター 

  岡野希望 1)、吉澤君依 1)、政本純子 1)、森野道晴 2)3) 

14：25‐14：33 

P-1B-5. 頭蓋内電極留置後の創部処置と看護 

 順天堂てんかんセンター 

  菅野秀宣、中島円、肥後拓磨、鈴木皓晴、新井一 

14：33‐14：41 

P-1B-6. 頭蓋内電極留置による脳波モニタリング検査を受ける患者、家族への 

 オリエンテーション改善に向けて 

 国立病院機構静岡てんかん神経医療センター A3 病棟（てんかん外科病棟） 

  一瀬尚子、岡田めぐみ、沢田昭彦、中塚奈緒子 

14：41‐14：49 

P-1B-7. 迷走神経刺激装置 VNS システム植え込み術における臨床工学技士の関わりについて 

 医療法人社団浅ノ川 浅ノ川総合病院 

  滋賀良介、谷口真 
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一般演題（ポスター）1B 看護 1 小児・外科治療 

 

P-1B-8. 当院神経小児科におけるてんかん患児への看護の検討 

 

 東京都立神経病院 1) 看護科、2) 脳神経外科、3) てんかん総合治療センター 

  木田亮平 1)、秋山祥子 1)、池田美紀 1)、吉澤君依 1)、岡野希望 1)、森野道晴 2)3) 

 

【はじめに】当院神経小児科では、てんかん患者をはじめ、多くの脳神経系難病を持つ子どもが

入院している。今回、当院神経小児科での１症例について、安全と発達支援に焦点を当てて検討

し、家族の発達支援に対してのニーズを調査し今後の課題について検討した。 

【症例】５歳９か月 女児（てんかん、発達遅滞） 内服調整目的で入院（入院期間：2012.6

～2012.11） 発作はほぼ毎日あったため、面会がないときは胴抑制とセンサーマットを使用し

ベッド上で過ごしていた。３ヶ月経過するが発作はあまり変わらず、ベッド上の生活が続き運動

機能や認知面の低下がみられた。その後リハビリの介入や看護計画による介入を行ったが、入院

前の運動機能を取り戻すには至らなかった。 

【調査】当院神経小児科に入院している子たちの母親９名に対し、入院中の発達支援について約

１か月間聞き取り調査を行った。母たちからは、自分たちがいないときにベッドにずっといるの

はかわいそう、刺激が足りてないかなって思う、転んだりして怪我するのは困るが少しでも刺激

があると良いと思う、といった声が聴かれた。また、発達支援や遊びの支援をために、医療スタ

ッフ以外の介入（保育士やボランティアなど）があったらどうですか？との問いに対しては、あ

ると良いと思うが必要であるとはあまり思わないという意見が９名中６名であった。 

【考察】患者の安全を守ることは医療スタッフにとって最も必要なことであるが、同時に発達支

援も行っていく必要がある。この症例においては、明らかな機能低下がみられてからの介入とな

ったが、現在は徐々に入院当初から発達に関する視点を持ちながら関わることが出来るようにな

ってきた。看護師が率先して入院中でも患児の発達を促すような介入の必要性を再認識し、病棟

全体で関わっていくことが必要である。 
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※ 、」量用・法用「、」果効・能効「 「効能・効果に関連する使用上の注意」、「用法・用量に関連する使用上の注意」、
「警告、禁忌を含む使用上の注意」については添付文書をご参照ください。


